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研究要旨 

メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対する医療・保健・福祉の具体的な連携と対応の

整備を目的とした。日本周産期メンタルヘルス学会の「周産期メンタルヘルス  コンセ

ンサスガイド 2017」の CQ で「メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対する、緊急度／育

児・家庭環境／児の安全性確保に留意した医療・保健・福祉の具体的な連携と対応の

仕方は？ 」を設定し、連携と対応方法のモデルを作成した。また、「周産期メンタル

ヘルスコンセンサスガイド 2017」を踏まえ、産婦健康診査事業実施内容の策定につい

て、厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課と本研究班が検討し、産婦健康診査

事業実施に当たり留意するべき案をまとめ、2017 年 3 月 31 日付で各都道府県・保健

所設置市・特別区母子保健主管部（局）に対し厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子

保健課長通知として施策化された。健康診査を受ける全産婦について医療機関と自治

体とが情報共有し、連携して対応することが施策化されたが、今後、妊婦についても

情報共有をした上で妊娠期からの切れ目のない支援を行っていく施策についての検討

が必要であると考えられる。  

メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対する医療・保健・福祉の具体的な連携と対応の

均てん化のために、研修パッケージを作成し、全国の母子保健関係者（保健師・助産

師・看護師・産科医・小児科医・精神科医・医療ソーシャルワーカーなど）を対象に

厚生労働省子どもの心の診療ネットワーク事業で研修会を行った。また研修の内容を

書籍化した。本研究班が子どもの心の診療ネットワーク事業で行った「母子保健メン

タルケア指導者研修」のような親子の心のケアについての研修は、子どもの心のケア

を親子の視点でとらえ子どもの心の診療ネットワーク事業をより包括的かつ臨床的に

有効な心のケア事業にすることにつながると考えられる。メンタルヘルス不調の妊産

褥婦に対するケアの地域の多職種連携の中に、子育て支援機関が含まれることが全国

的に広がっていくことが望まれる。  

平成 28 年度 厚生労働科学研究費補助金 健やか次世代育成総合研究事業「母子の健

康改善のための母子保健情報利活用に関する研究」研究班（研究代表者 山縣然太朗）

と本研究班が協働し、健やかな親子関係のための重要なポイントを明らかにし、それ

をもとにした啓発を行った。本研究班では、健やかな親子関係を構築するうえで、「地

域とつながっている家族」、「親子のコミュニケーションが良好」、「子どもを傷つ

けない」、「親子の役割が明確」、「親子で価値観を共有できる」が重要であること

が明らかになったが、今後、啓発活動を行い、その効果検証についてのさらなる研究

が必要と考えられる。  
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A. 目的 

本分担研究では、まず、メンタルヘルス

不調の妊産褥婦に対する医療・保健・福祉

の具体的な連携と対応の整備を目的とした。 

本研究の当初計画では、健診での妊産褥

婦のメンタルヘルスケアについての評価方

法の検討や自治体との連携の仕組みづくり

を主目的としていたが、それに加えて家庭

の在り方を考慮に入れた「健やか親子関係

3 つのポイント（仮称）」を活用した妊産

褥婦のメンタルヘルスに対する介入方法を

検討することが研究計画上必要と考えられ、 

科学的知見に基づいて、妊産褥婦のメンタ

ルヘルスケアにつなげることを目的に、新

たに「健やかな親子関係 3 つのポイント（仮

称）」を提案し、介入方法について検討し

た。 

 

B. 研究方法 

1． メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対す

る医療・保健・福祉の具体的な連携と対応

の整備 

①診療ガイドでの整備 

日本周産期メンタルヘルス学会と協働し、

同学会の「周産期メンタルヘルス  コンセン

サスガイド  2017」のクリニカルクエスチ

ョン(CQ)にメンタルヘルス不調の妊産褥

婦に対する医療・保健・福祉の具体的な連

携と対応についての項目を入れることとし

た。CQ の Answer の連携システムについ

ては、平成 25～27 年度厚生労働科学研究

費補助金（障害者対策総合研究事業（精神

障害分野））「うつ病の妊産褥婦に対する

医療・保健・福祉の連携・協働による支援

体制（周産期 G-P ネット）構築の推進に関

する研究」（研究代表者  立花良之）が行っ

た、東京都世田谷区、長野県須坂市・長野

市をモデル地域とした研究成果[1]をもと

に作成した。  
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②研修パッケージの作成・均てん化 

 メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対する

医療・保健・福祉の具体的な連携と対応  

の均てん化のために、研修パッケージを作

成し、全国の母子保健関係者（保健師・助

産師・看護師・産科医・小児科医・精神科

医・医療ソーシャルワーカーなど）を対象

に厚生労働省子どもの心の診療ネットワー

ク事業で研修会を行うこととした。また研

修の内容を書籍化した[1]。 

③妊産褥婦のメンタルヘルス対応につい

ての医療・保健・福祉の連携モデルの展開 

 連携システムを長野県長野市・須坂市・

東京都世田谷区をモデル地域として展開し、

実行可能性を検証した。 

 

2. 健やかな親子関係のための、妊娠期から

の切れ目ない支援についての介入方法の

研究 

①健やかな親子関係についての検討 

 平成 28 年度 厚生労働科学研究費補助金 

健やか次世代育成総合研究事業「母子の健

康改善のための母子保健情報利活用に関す

る研究」研究班（研究代表者 山縣然太朗）

と本研究班が協働し、健やかな親子関係の

ポピュレーションアプローチによる介入研

究及び啓発活動のための健やかな親子関係

のための重要なポイントを策定することと

した。まず、健やかな親子関係とはどのよ

うなものかについて母子保健研究者である

研究班メンバーがディスカッションを行い、

健やかな親子関係に重要なポイントを K-J

法でまとめた。それにより、5 つのポイン

ト「地域とつながっている家族」、「親子

のコミュニケーションが良好」、「子ども

を傷つけない」、「親子の役割が明確」、

「親子で価値観を共有できる」が抽出され

た。それら 5 つのポイントについて、エビ

デンス収集のための文献研究を行った（研

究協力者齋藤尚大の報告書参照）。5 つの

ポイントは重複する要素もあったため、さ

らに、その 5 つのポイントを集約して、3

つのポイント「地域社会と交流の多い親子」、

「コミュニケーションが良好な親子」、「子

どもの心を大切にする親」に絞った。 

それら 3 つのポイントについての質問か

ら構成される「健やかな親子関係心理尺度」

を作成し、信頼性・妥当性検証のため、複

数の専門学校・大学で実施することを計画

し、まず長野県須坂看護専門学校の看護学

生を対象に実施した（研究協力者水本深喜

の報告書参照）。 

 

②健やかな親子関係のための啓発 

 ①の健やかな親子関係の 3 つのポイント

について、順次啓発を行うこととし、まず

最初に、「子どもを傷つけない」のポイン

トについて、子どもへの体罰・暴言根絶を

目指した啓発リーフレットを作成すること

とした。  

 

C. 研究結果 

1． メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対す

る医療・保健・福祉の具体的な連携と対応

の整備 

①診療ガイドでの整備 

 「周産期メンタルヘルス  コンセンサス

ガイド 2017」で下記のCQを設定し、

Answerを作成した。 

 

 Q5．メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対

する、緊急度／育児・家庭環境／児の安全

性確保に留意した医療・保健・福祉の具体

的な連携と対応の仕方は？  

 

推奨  

1. 妊産褥婦のメンタルヘルス不調が考え

られたときは、まず、緊急の対応を要する

か否かを見極める。(I)  

2. 緊急性がある場合は、自治体・圏域の精

神科救急情報センターに連絡する。あるい

- 15 -



は、圏域保健所の精神保健福祉担当部署・

者や市町村自治体の精神保健福祉、母子保

健担当部署・者につなげる。(I)  

3. 緊急性はないが、精神科専門治療の必要

がある場合、精神科受診を勧奨する。その

際、圏域保健所の精神保健福祉担当部署・

者と連携をはかる。(I)  

4. 育児・家庭環境の問題があり、母子保健

関係者が介入したほうが良い場合、まず医

療機関スタッフが相談にのった上で居住地

自治体の母子保健担当部署の保健師等に連

絡し、DVがあればそれらに加え女性相談セ

ンターへの相談を勧める。(I)  

5. 出生した乳児の安全性確保の必要性が

ある場合、児童相談所・子ども家庭支援セ

ンター、または保健師に連絡する。(I)  

 

また、「周産期メンタルヘルスコンセン

サスガイド 2017」を踏まえ、産婦健康診査

事業実施内容の策定について、厚生労働省

雇用均等・児童家庭局母子保健課と本研究

班メンバー（立花・竹田・鈴木・岡野）で

話し合い、産婦健康診査事業実施に当たり、

留意するべき案を下記のようにまとめ、竹

田が日本産科婦人科学会、鈴木が日本産婦

人科医会の理事会で了承を得たのち、2017

年 3 月 31 日付で各都道府県・保健所設置

市・特別区母子保健主管部（局）に対し厚

生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課

長通知として施策化された。 

 

＜産婦健康診査事業実施にあたり留意する

べき内容の要旨＞（資料１参照） 

・医療機関で受けた産婦健康診査の結果が

自治体に報告されることについて本人の了

解を得ることが前提となった。これにより、

妊産褥婦やその子どものサポートのための

医療・保健の情報共有が推進される 

・妊産婦健康診査でエジンバラ産後うつ病

質問票（EPDS）が実施されること、EPDS の

点数のみならず、精神状態について総合的

に評価することが明記された 

・支援が必要とされる受診者に対し適切に

対応できるよう、あらかじめ実施機関、精

神科医療機関及び福祉関係機関との連携体

制を構築しておくことが努力義務として明

記された。 

・妊産婦健康診査実施機関からの報告によ

り支援が必要と判断される場合には、受診

者への電話連絡、訪問等により速やかに実

情を把握するとともに、保健所や精神保健

福祉センター等の関係機関と連携し、支援

を行うことが努力義務とされた。 

 

②研修パッケージの作成・均てん化 

厚生労働省子どもの心の診療ネットワー

ク事業で、2016 年 12 月 4 日に国立成育医

療研究センター講堂で「母子保健メンタル

ケア指導者研修会」を開催した。従来子ど

もの心の診療ネットワーク事業は、子ども

の心のケアの研修会を行ってきていたが、

今回の研修会は親子の視点で家族全体のケ

アを考えることを趣旨とし、地域で親子の

こころのケアを行う人材育成のための研修

プログラムを作成し、研修会を開催した。

参加者が母子保健関係者のメンタルケアに

関する相談役・アドバイザーとなるほか、

地域における他のメンタルケアを推進する

母子保健関係者との連携体制の構築に携わ

ってもらうように研修内容を組んだ。  

あわせて、 

・都道府県・指定都市医師会を単位とした、

母子保健関係者を対象とした、メンタルケ

アの対応力向上を図るための研修の企画立

案 

・各地域医師会と子育て世代包括支援セン

ターとの連携作りへの協力（地域における

「連携」の推進役を期待） 

に携わるうえで役立つような内容とした。 
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③妊産褥婦のメンタルヘルス対応につい

ての医療・保健・福祉の連携モデルの展開 

 長野県長野市・須坂市をモデル地域とし

て実行可能性を検証した。長野県須坂市で

は、県立須坂病院の会議室で定期的に地域

の保健師・小児科医・産婦人科医・助産師・

看護師・医療ソーシャルワーカー・精神科

医などの母子保健関係者が集まり、多職種

で情報共有しフォローアップする体制を地

域の母子保健関係者と整備した。長野市で

は長野市保健所、長野県精神保健福祉セン

ター、長野県長野市医師会が協働して、周

産期のメンタルケアの連携体制を構築した。 

 

2. 健やかな親子関係のための、妊娠期から

の切れ目ない支援についての介入方法の

研究 

①健やかな親子関係についての検討 

 健やかな親子関係を育むうえで「地域社

会と交流の多い親子」、「コミュニケーシ

ョンが良好な親子」、「子どもの心を大切

にする親」は重要であり、これらは成人後

のメンタルヘルスにも大きく影響すること

が明らかになった。（研究協力者齋藤尚大・

水本深喜の報告書参照） 

 

②健やかな親子関係のための啓発 

 子どもへの体罰・暴言根絶のため、脳科

学や発達心理学の研究から明らかにされて

いる体罰・暴言の子どもに与える深刻な悪

影響を紹介し、親に対し子育ての中で体

罰・暴言を用いないようにマインドセット

を促すような内容の啓発リーフレットとし

た。リーフレットの中で親への心理教育的

メッセージとして、5 つのポイント

（Point1:子育てに体罰や暴言を使わない、

Point 2: 子どもが親に恐怖を持つと SOS

を伝えられない、Point 3: 爆発寸前のイラ

イラをクールダウン、Point 4:親自身が SOS

を出そう、Point 5:子どもの気持ちと行動

を分けて考え、育ちを応援）を解説し、ま

た、子育てに悩む親の相談先として、最寄

りの市長村の子育て相談窓口または児童相

談所全国共通ダイヤル「１８９」を明記し

た。このリーフレットは、2017 年 5 月 15

日付で、厚生労働省雇用均等・児童家庭局

母子保健課より都道府県・保健所設置市・

特別区の児童福祉・母子保健主管部（局）

宛に、「体罰によらない育児を推進するた

めの啓発資材について」として、普及のた

めに通知された。 

  

D. 考察 

 メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対す

る医療・保健・福祉の具体的な連携と対応

の整備として、日本周産期メンタルヘルス

学会の周産期メンタルヘルス  コンセンサ

スガイド 2017 に CQ と Answer を記載し

た。今後、この内容を医療・保健・福祉の

母子保健関係者に周知して現場で広く利用

されるようになることが望まれる。研修会

などを通して、均てん化していく必要があ

ると考えられる。  

 研修パッケージの均てん化のために本

研究班が子どもの心の診療ネットワーク事

業で行った「母子保健メンタルケア指導者

研修」のような親子の心のケアについての

研修は、子どもの心のケアを親子の視点で

とらえている。これまで、厚生労働省子ど

もの心の診療ネットワーク事業は子どもの

心のケアのみを対象にしていたが、子ども

の心のケアには子どものみならず家族全体

の心理的な力動をとらえケアを考えるのが

有効であることは臨床的にもコンセンサス

が得られている。このような研修会は、「妊

娠期からの切れ目ない支援」において、メ

ンタルケア領域で関係職種をつなぎ、地域

の母子保健のメンタルケアをより包括的に  

するのに有益であると考えられる。この研

修会の参加者の地域連携スキルについての

効果は、厚生労働科学研究費補助金成育疾
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患克服等次世代育成基盤研究事業「妊婦健

康診査および妊娠届を活用したハイリスク

妊産婦の把握と効果的な保健指導のあり方

に関する研究」の分担研究として、平成 29

年度に検証する。尚、同研修会は平成 29

年度以後も、継続して厚生労働省子どもの

心の診療ネットワーク事業で毎年実施して

いく予定である。 

 CQ の多職種地域連携システムを世田谷

区の母子保健関係者に展開したが、毎月１

回区役所で行う「顔の見える連携」の場の

症例検討会に、地域の子育て支援機関関係

者が参加するようになった。これまでは、

母子保健の多職種連携といっても医療・保

健・福祉だけのことが多かったが、子育て

支援機関関係者も母親のメンタルケアのノ

ウハウを持っており、また、医療・保健・

福祉のネットワークに子育て支援機関関係

者も参加することは重要と考えられる。今

後、母親のメンタルヘルスのガイドライン

や政策などでも、子育て支援機関を含めた

ものにしていくことで、さらに、地域の多

職種連携が深まると考えられる。  

 平成 29 年度より始まった産婦健康診査

事業については、健康診査を受ける全産婦

について医療機関と自治体と情報共有し、

連携して対応することが施策化された。一

方で、現状では妊婦健康診査事業について

は、特定妊婦についての医療機関と保健機

関の情報共有が努力義務になっているもの

の、医療機関と保健機関で全ての妊婦の情

報共有をすることについては前提となって

いない。今後医療機関と保健機関で全妊婦

について個人情報保護に留意しつつ、情報

共有をした上で妊娠期からの切れ目のない

支援を行っていく施策についての検討が必

要であると考えられる。 

本研究班で明らかになった、健やかな親

子関係を構築する上で重要な 3 つのポイン

ト「地域社会と交流の多い親子」、「コミ

ュニケーションが良好な親子」、「子ども

の心を大切にする親」の要素が、健やかな

親子関係に非常に重要であり、これらを推

進するような母子保健施策が有益であると

考えられた。作成した心理尺度の信頼性・

妥当性を偏りのない大きなサンプルで検証

したうえで、一般健常群と臨床群の比較な

どについて、検討を行っていく予定である。

また、3 つのポイントについて、ポピュレ

ーションアプローチとして啓発活動を行い、

その効果を検証することについてのさらな

る研究が必要と考えられる。  

 

E. 結論 

 メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対する

医療・保健・福祉の具体的な連携と対応の

整備として、日本周産期メンタルヘルス学

会の周産期メンタルヘルス  コンセンサス

ガイド 2017 に CQ を設定し、その Answer

を作成した。連携の内容については、母子

保健関係者が共通認識を持ち対応していく

必要があるため、今後、連携モデルについ

て研修会などを通して母子保健関係者に普

及させていく必要があると考えられる。  

これまでは、周産期から育児期のメンタ

ルケア領域の研修は、子どものメンタルケ

ア、妊産婦のメンタルケアという風にそれ

ぞれ独立していたが、本研究班が行ったよ

うな親子の視点でとらえたメンタルケアの

研修は、今後「妊娠期からの切れ目ない支

援」の充実に必要であると考えられる。  

メンタルヘルス不調の妊産褥婦に対する

地域の多職種連携の中に、今後子育て支援

機関を含めたものにしていくことで、より

良い地域の支援体制につながると考えられ

る。健康診査を受ける全産婦について医療

機関と自治体と情報共有し、連携して対応

することが施策化されたが、今後、全妊婦

について情報共有をした上で妊娠期からの

切れ目のない支援を行っていく施策につい

ての検討が必要であると考えられる。本研

究班では、健やかな親子関係を構築するう
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えで、「地域とつながっている家族」、「親

子のコミュニケーションが良好」、「子ど

もを傷つけない」、「親子の役割が明確」、

「親子で価値観を共有できる」が重要であ

ることが明らかになったが、今後、啓発活

動を行い、その効果検証についてのさらな

る研究が必要と考えられる。  

 

F. 引用文献・出典 

1. 立花良之. 母親のメンタルヘルス
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 母子保健メンタルケア指導者研修会 、東
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5．立花良之、「地域での母子保健メンタル
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例」、厚生労働省子どもの心の診療ネット

ワーク事業主催 母子保健メンタルケア指
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6．立花良之、「妊娠期からの切れ目ない支

援」のための地域母子保健計画策定とＰＤ

ＣＡサイクルの考え方」、厚生労働省子ど

もの心の診療ネットワーク事業主催母子保
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講演 

1．立花良之、「母親のメンタルヘルス気づ

いて・つないで・支える妊娠期からの多職

種地域連携」、岡山県子どもの心診療ネッ

トワーク事業講演会、岡山市、2017 年 3 月

17 日  
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雇児母発０３３１第１号 

平成２９年３月３１日 

  都 道 府 県 

各 保健所設置市 母子保健主管部（局） 御中 

  特 別 区 

  厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課長 

産婦健康診査事業の実施に当たっての留意事項について 

 平成１７年８月２３日雇児発第 0823001 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「母

子保健医療対策総合支援事業の実施について」に基づく産婦健康診査事業の実施に当たり、

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るために行う精神状態の把握に関しては、産

婦健康診査を実施する病院、診療所及び助産所（以下「実施機関」という。）並びに市町村

（特別区を含む。以下同じ。）が留意すべき事項は下記のとおりであるので、各自治体にお

かれては遺漏のないよう配慮されたい。 

また、都道府県におかれては、実施機関及び管内市町村に対し、本事業が適切に実施さ

れるよう、下記内容について周知徹底をお願いする。 

記 

１ 実施機関 

（１）産婦健康診査を受診する産婦（以下「受診者」という。）に対し、産婦健康診査の結 

果（以下「健診結果」という。）が市町村に報告されることを説明すること。 

（２）産婦健康診査のうち、精神状態の把握については、エジンバラ産後うつ病質問票の 

点数だけではなく、問診（精神疾患の既往歴、服薬歴等）、診察（表情、言動等）など 

も併せて総合的に評価すること。 

（３）健診結果は受診者本人に直接伝えること。 

（４）支援が必要と判断される受診者に対しては、適宜、次に掲げる対応を行うこと。 

① 受診者のセルフケアに関する助言・指導

② 子育て世代包括支援センター等、市町村の相談窓口等に関する情報提供

③ 実施機関における経過観察

④ 精神科に関する情報提供（可能であれば精神科医療機関を紹介）

⑤ その他、受診者を支援するために必要な助言・情報提供等

（５）健診結果を母子健康手帳に記入する場合には、個人情報保護の観点から受診者本人 

の了解が必要であることに留意する必要があること。 

資料 I.
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（６）市町村に対しては、（２）による評価及び（４）による対応内容について、速やかに 

報告すること。 

 

２ 市町村 

（１）産婦健康診査事業の実施主体である市町村において健診結果が把握・管理されるこ 

とをあらかじめ受診者に周知すること。 

（２）支援が必要とされる受診者に対し適切に対応できるよう、あらかじめ実施機関、 

精神科医療機関及び福祉関係機関との連携体制を構築しておくこと。 

（３） 実施機関からの報告により支援が必要と判断される場合には、受診者への電話連絡、 

訪問等により速やかに実情を把握するとともに、関係機関と連携し支援を行うこと。 
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。

提
供
：
福
井
大
学
 友
田
明
美
教
授

暴
言
で

聴
覚
野
が

変
形

厳
し
い
体
罰
で
、

前
頭
前
野
が

萎
縮

い
し
ゅ
く

 既
に
子
ど
も
へ
の
体
罰
等
を
法
的
に
全
面
禁
止
し
て
い
る
国
は
世
界
5
0
か
国
以
上
！

国
連
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
で
は
、
締
約
国
に
体
罰
・
暴
言
な
ど
の
子
ど
も
を
傷
つ
け
る
行
為
の

撤
廃
を
求
め
て
い
ま
す
。

体
罰
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。子
ど
も
に
望
ま
し
い
影
響
な
ど
も
た
ら
し
ま
せ
ん
。

親
に
よ
る
体
罰
を
受
け
た
子
ど
も
と
、
受
け
て
い
な
い
子
ど
も
の
違
い
に
つ
い
て
、
約
１
６
万
人
分
の
子
ど

も
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、
親
に
よ
る
体
罰
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
次

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り「
望
ま
し
く
な
い
影
響
」
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
親
に
よ
る
体
罰
」
の
影
響

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
親
子
関
係

精
神
的
な
問
題（
成
人
後
）

精
神
的
な
問
題（
幼
児
期
）

反
社
会
的
な
行
動（
成
人
後
）

反
社
会
的
な
行
動（
幼
児
期
）

強
い
攻
撃
性（
幼
児
期
）

出
典
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
グ
ラ
フ
を
作
成

-0.3
0

0.3
0.6

望
ま
し
い

影
響

望
ま
し
く
な
い

影
響

・
親
子
関
係
の
悪
化

・
精
神
的
な
問
題
の
発
生

・
反
社
会
的
な
行
動
の
増
加

・
攻
撃
性
の
増
加

  （
Gershoff ET, Grogan-Kaylor A, J Fam

 Psychol. 2016）
子
育
て
を
し
て
い
る
と
、

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
く
て
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

つ
い
、
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

一
見
、
体
罰
や
暴
言
に
は
効
果
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

恐
怖
に
よ
り
子
ど
も
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
だ
け
で
、

な
ぜ
叱
ら
れ
た
の
か
子
ど
も
が
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
初
は
「
愛
の
鞭
」
の
つ
も
り
で
も
、
い
つ
の
間
に
か

「
虐
待
」
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

体
罰
や
暴
言
に
よ
る
「
愛
の
鞭
」
は
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
前
向
き
に
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
愛
の
鞭
ゼ
ロ
作
戦
～

ム
チ

す
こ

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

・
厳
し
い
体
罰
に
よ
り
、
前
頭
前
野
（
社
会

　
生
活
に
極
め
て
重
要
な
脳
部
位
）
の
容
積
が

　
19.1%

減
少

 （
Tom

oda A et al., N
euroim

age, 2009）

・
言
葉
の
暴
力
に
よ
り
、
聴
覚
野
（
声
や
音
を

　
知
覚
す
る
脳
部
位
）
が
変
形

 （
Tom

oda A et al., N
euroim

age, 2011）
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愛
の
鞭
を
や
め
て
、

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
み
ま
し
ょう
。

　
親
に
恐
怖
を
持
っ
た
子
ど
も
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
で
し
ょ
う
か
。
親
に
気
に
入
ら
れ
る
よ
う

に
、
親
の
顔
色
を
見
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
恐
怖
を
持
つ
親
に
対
し
て
は
、子
ど
も
が
心
配
事
を
打
ち
明
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
心
配
事
を

相
談
で
き
な
い
と
、い
じ
め
や
非
行
な
ど
、よ
り
大
き
な
問
題
に
発
展
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
は
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

深
呼
吸
す
る
、
数
を
数
え
る
、

窓
を
開
け
て
風
に
当
た
る
な
ど

子
育
て
に
お
い
て
、
し
つ
け
と
称
し
て
、
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
な
が
ら
、
子
ど
も
に
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
に

体
罰
や
暴
言
を
使
わ
な
い

P
O
IN
T

1

子
ど
も
が
親
に

恐
怖
を
持
つ
と

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝
え
ら
れ
な
い

P
O
IN
T

2
　
子
ど
も
に
「
イ
ヤ
だ
！
」と
言
わ
れ
た
と
き
、
親
自
身
が
戸
惑
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。で
も
、２
、３
歳
の
子
ど
も
の
「
イ
ヤ
」
は
、自
我
の

芽
生
え
で
あ
り
、
成
長
の
証
し
で
も
あ
り
ま
す
。「
ど
う
し
た
ら
い
い
か

な
？
」と
、子
ど
も
の
考
え
を
引
き
出
し
、
必
要
に
応
じ
て
助
け
船
を
出

し
な
が
ら
、子
ど
も
の
言
い
分
を
気
長
に
聴
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
わ
が
ま
ま
な
子
に
な
っ
て
は
困
る
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
親
は
指

示
的
に
対
応
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
の
成
長
過
程

で
必
ず
通
る
道
だ
と
大
ら
か
に
構
え
て
、子
ど
も
の
意
思
を
後
押
し
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を

分
け
て
考
え
、
育
ち
を
応
援

P
O
IN
T

5 　
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と
き
に
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
は
誰
で
も
あ
る
こ
と
。で
も
、
疲
れ

て
い
た
り
し
て
、も
と
も
と
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
度
が

大
き
い
と
、子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
（
お
も
ち
ゃ

の
取
り
合
い
、す
ぐ
に
動
か
な
い
な
ど
）
を
き
っ
か
け

に
、イ
ラ
イ
ラ
が
爆
発
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ラ
イ
ラ
が
爆
発
す
る
前
に
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る

た
め
の
、自
分
な
り
の
方
法
を
見
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

爆
発
寸
前
の

イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

P
O
IN
T

3

　
一
見
、
体
罰
や
暴
言
に
は
効
果
が
あ
る
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
叩
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
子
ど
も
の
姿

は
、
叩
か
れ
た
恐
怖
に
よ
っ
て
行
動
し
た
姿
。
自
分
で
考

え
行
動
し
た
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
愛
の
鞭
で
あ
る
」
と
親
が
思
っ
て
も
、
子
ど
も
に

と
っ
て
大
人
か
ら
叩
か
れ
る
こ
と
は
と
て
も
怖
い
こ
と
で

す
。ち
ょ
っ
と
叩
か
れ
た
だ
け
、
怒
鳴
ら
れ
た
だ
け
で
も
、

心
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
暴
力
や
暴
言
が
許
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に
体
罰
や

暴
言
は
「
虐
待
」
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
叩
か
な
い
怒
鳴
ら
な
い
」と
心

に
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
育
児
の
負
担
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
家
族
に
分
担
し
て
も
ら
っ

た
り
、
自
治
体
や
N
P
O
、
企
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
、
一
時
預
か
り
な
ど
）

の
利
用
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。子
育
て
の
苦
労
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談

で
き
る
友
だ
ち
も
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

親
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
そ
う

P
O
IN
T

4
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平成 28 年度厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業） 

研究協力報告書 

 

健やかな親子関係を育むのに重要なポイントについての文献研究 

 

研究協力者 齋藤尚大 （横浜カメリアホスピタル） 

 

研究要旨  

本研究では、健やかな親子関係を育むのに重要なポイントについての文献研究を行うことを目

的とした。平成 28年度 厚生労働科学研究費補助金 健やか次世代育成総合研究事業「母子の健康

改善のための母子保健情報利活用に関する研究」研究班（研究代表者 山縣然太朗）と本研究班

が協働し、健やかな親子関係のための重要なポイントを K-J 法でまとめ、5 つのポイント「地域

とつながっている家族」、「親子のコミュニケーションが良好」、「子どもを傷つけない」、「親子の

役割が明確」、「親子で価値観を共有できる」が抽出された。それら 5 つのポイントについて、エ

ビデンス収集のための文献研究を行った。5 つのポイントについて、それぞれ子の成育に対する

増進効果、問題行動の抑止効果のエビデンスがあることが示された。しかし、エフェクトサイズ

を考慮すると、貧困問題や健やかな親子関係のためには、義父義母家庭、異父異母兄弟姉妹のい

る家庭、養子縁組家庭、片親家庭への支援を行うことも重要と考えられた。 

 

 

研究協力者               

山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部  

医学域基礎医学系 

社会医学講座） 

松浦賢長    （福岡県立大学看護学部 

ヘルスプロモーション 

看護学系） 

山崎嘉久  （あいち小児保健医療総合センタ

ー） 

尾島俊之   （浜松医科大学医学部 

健康社会医学講座） 

市川香織 （文京学院大学 

保健医療技術学部看護学科） 

篠原亮次 （健康科学大学健康科学部） 

岩佐景一郎（山梨県福祉保健部 

健康増進課） 

秋山有佳 （山梨大学大学院総合研究部 

医学域基礎医学系社会医学講座） 

久貝太麻衣（国立成育医療研究センター 

教育研修部） 

水本深喜   （国立成育医療研究センター 

こころの診療部） 

立花良之   （国立成育医療研究センター  

こころの診療部 

乳幼児メンタルヘルス診療科）  

 

A.研究目的 

 すべての子どもが健やかに成長していくう
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えで、健やかな親子関係は極めて重要である。

健やかな親子関係を育むうえでどのような

ことが重要かを明らかにすることは、母子保

健の啓発にとって有益である。本研究では、

健やかな親子関係を育むのに重要なポイン

トについての文献研究を行うことを目的と

した。 

 

B.研究方法 

 平成 28年度 厚生労働科学研究費補助金 健

やか次世代育成総合研究事業「母子の健康改

善のための母子保健情報利活用に関する研

究」研究班（研究代表者 山縣然太朗）と本

研究班が協働し、健やかな親子関係のための

重要なポイントを策定することとした。まず、

健やかな親子関係とはどのようなものかに

ついて母子保健研究者である研究班メンバ

ーがディスカッションを行い、健やかな親子

関係に重要なポイントを K-J 法でまとめた。

それにより、5 つのポイント「地域とつなが

っている家族」、「親子のコミュニケーション

が良好」、「子どもを傷つけない」、「親子の役

割が明確」、「親子で価値観を共有できる」が

抽出された。それら 5つのポイントについて、

エビデンス収集のための文献研究を行った。 

 

C.研究結果 

1 地域とのつながり 

1-1 機能的（例：社会的サポート）・構造的

（例：結婚、社会活動への参加）地域関係 

・年齢・性別・健康状態・死因・観察年数に

関わらず、強い社会関係は生存率を 50％増加

させる 5)。 

1-2 集団的効力感（collective efficacy） 

・適度な近隣関係は青少年の犯罪発生・精神

疾患への罹患を抑制する 8)。 

2 親子のコミュニケーション・安心・信頼 

2-1 健康的家庭機能（強い連帯、オープンな

コミュニケーション、相互性） 

・健康的家庭機能は青年の逸脱行動の程度と

負の相関関係を持つ（しかし、継時的には有

意差は認められなかった。家庭機能だけでな

く、学校生活や友人関係などの影響も考慮す

る必要がある）1)。 

2-2 青少年の性行動に関する親子の会話（へ

の介入） 

・エイズや性感染症への罹患危険性が高いア

フリカ系/ヒスパニック系において、親子の

（性に関する）コミュニケーションへの介入

は、青少年の性リスクの低減に有用である。

15 の介入研究のうち 87%（13）研究で、少

なくとも一つの性健康アウトカムの改善を

認めた 11)。 

2-3 食生活に対する親のサポートと近隣環境

（若者の肥満、メタボリックシンドローム・

2 型糖尿病の予防） 

・肥満・メタボリックシンドロームのリスク

のある若者の健康行動に対して、特に親から

の行動介入および近隣の社会的一体性は良

い影響を与える 4)。 

3 子供を傷つけない 

3-1 虐待防止（虐待による子供の問題行動・

犯罪の増加） 

・虐待・ネグレクトを経験した子供は、成人

期に喫煙、アルコール依存、薬物乱用および

ハイリスクな性行為を行うリスクが高まる 7)。 
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・米国司法研究所によれば、子供時代に虐待

やネグレクトを受けると少年期の検挙率が

59%増加する 12)。 

4 親子の役割が明確 

4-1 親子の役割逆転 

・幼少期の無秩序な愛着は、幼児期の役割逆

転を予測する 6)。 

・役割逆転は、児の情緒的・行動的自己制御

の問題を予測する。階層的重回帰分析で、父

親と幼児の役割逆転は外在化症状および注

意の問題を予測し、母親と幼児の役割逆転は

社会問題を予測した 6)。 

・父親の育児参加は、男児の行動問題・女児

の心理問題の頻度を減少させる。また、それ

は、社会経済的地位の低い家庭において、子

の認知機能発達を促進し、犯罪率や経済的不

利益を減少させる 9)。 

・HOME という家庭環境の質を評価する尺

度を検討したところ、責任感や家族の接触

（family companionship）は家庭の社会経済

的地位（SES）と子供の抑制制御の関係を部

分的に媒介し、enrichment と家族の接触は

SES と子供のワーキングメモリーの関係を

媒介した（低い SES が子供の認知機能に与

える影響を緩和）10)。 

5 親子で価値観を共有できる 

5-1 遺伝子や環境の影響が大きい行動に対す

る親の介入の効果 

・双生児の継時的研究によると、子供の喫煙

リスクに対しては親の監視のエフェクトサ

イズはちいさく（2%）、遺伝子（21%）や環

境(67%)の影響が大きい。しかし、親の監視

は、遺伝子の影響を 1/4 に和らげ、環境の影

響を 4 倍に増加させる 2)。 

6 その他 

6-1 子供への貧困の影響 

・貧困家庭で生育した青年は、逸脱行動のリ

スクが高い 1)。 

6-2 生物学的両親の離婚・死別の子供への影

響 

・生物学的両親が揃っていない家庭の青年は、

生物学的両親が揃っている家庭の青年より

も、継時的に逸脱行動が多い 1)。 

6-3 両親の結婚生活の質と親子関係 

・双子研究によると、遺伝子に影響された親

の性格が、結婚生活の質や親子関係の特徴を

説明する（それぞれ 33%, 42%）3)。 

 

D.考察 

本研究の結果、5 つの取り組み目標につい

て、子の成育や親子関係に影響を与えるエビ

デンスが抽出された。具体的には、1「地域

とのつながり」については、地域とのつなが

りが生存率の増加および犯罪発生・精神疾患

への罹患の低減をもたらし、2「親子のコミ

ュニケーション・安心・信頼」については、

家族内のコミュニケーションが青少年の逸

脱行動のリスク低下や性行動のリスク低下

につながり、3「子供を傷つけない」につい

ては、幼少期の虐待が青年期の物質乱用やハ

イリスクな性行動、また犯罪の増加につなが

り、4「親子の役割が明確」については、親

子の役割逆転が子の情緒的・行動的問題と関

連し、逆に親の役割の明確化は子の認知機能

に正の影響を与えることがわかり、また 5「親

子で価値観を共有できる」については、遺伝
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子や環境の影響が大きい行動でも、親の介入

で子の行動を変容しうることがわかった。こ

のように、健やかな親子関係を得るための取

り組み目標は、取り組みを行った場合、子の

成育に良好な影響を与えるか、あるいは健康

を害する行為を抑止する効果が期待される。 

一方、これらの介入効果は、少なくとも本

論で取り上げた研究においては、効果のエフ

ェクトサイズが小さいものも認められる。

5-1 や 6「その他」で示したように、貧困や

遺伝学的な家族関係の方が、エフェクトサイ

ズが大きい場合もあり、親子関係の取り組み

をより生かすためには、貧困問題や健やかな

親子関係のためには、義父義母家庭・異父異

母兄弟姉妹のいる家庭・養子縁組家庭・片親

家庭への支援も並行して行うことが重要と

考えられる。 

 

E.結論 

 5 つの取り組み目標について、それぞれ子

の成育に対する増進効果、問題行動の抑止効

果のエビデンスがあることが示された。しか

し、エフェクトサイズを考慮すると、貧困問

題や健やかな親子関係のためには、義父義母

家庭、異父異母兄弟姉妹のいる家庭、養子縁

組家庭、片親家庭への支援を行うことも重要

と考えられる。 
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分担研究報告書  

 

子どもの頃の家族関係が青年後期・成人期のメンタルヘルスに与える影響 

 

研究協力者 水本深喜 （国立成育医療研究センターこころの診療部） 

 

 

研究要旨 本研究は，子どもを健やかに育てることができる健やかな家族とはどのよう

な家族なのか，そして家族での被養育体験が，子どもの成長後にどのような影響をもた

らすのかを明らかにすることを目的とした。  

【分析Ⅰ】尺度の作成 「子どもを健やかに育てる家族尺度」を作成し（因子分析，最尤

法プロマックス回転），下位尺度として，「地域に開かれた家族」「子どもを支える家族」

「子どもを傷つけない家族」が得られた。次いで，尺度の信頼性（α 係数，再検査信頼性）

を実証した。本尺度の回答者は，3～6 歳の幼児期，児童期の「子どもの頃」を回顧して

回答していた。 

【分析Ⅱ】妥当性の検証 FACESⅢ，ソーシャルキャピタル，否定的・肯定的養育との相

関関係より，本尺度の構成概念妥当性を実証した。  

【分析Ⅲ】子どもの頃の家族関係が青年・成人のメンタルヘルスに与える影響 「地域に

開かれた家族」→「子どもを支える家族」→「子どもを傷つけない家族」→「子の成長後

のメンタルヘルス」という階層構造を持つ「子どもを健やかに育てる家族」モデルを共分

散構造分析で検証した。成長後のメンタルヘルス変数としては，PHQ，アタッチメント，

ARS（全問題，内向問題（不安抑うつ，引きこもり，身体愁訴），外向問題（攻撃的行動，

規則違反行動，侵入性），思考の問題，注意の問題）を用いた。 

・「地域に開かれた家族」：家族が地域とのつながりを持つことは，親が子どもを支え

る家族を形成することを促し，子どもを支えることができる家族の有り様を媒介して子ど

もを傷つけない子育てを促し，成長後の子のメンタルヘルスを高めると考えられた。メン

タルヘルスへの直接的影響としては，引きこもりに負の影響（有意傾向）がみられた。 

・「子どもを支える家族」：子どもを受容し，コミュニケーションを取って親役割を果

たすことができる子どもを支える家族であることは，青年後期・成人となった子のメンタ

ルヘルスを多方面に渡り支えていた。抑うつや外在化・内在化問題への影響のみでなく，

親密性回避への影響がやや強く，子どもの頃家族に支えられていたという認識を持つこと

は，自分が他者から愛されるに足る人間であるという自信にも繋がると考えられた。  

・「子どもを傷つけない家族」：子どもを身体的・精神的に傷つけない家族であることの

青年後期・成人となった子のメンタルヘルスへの影響は，身体愁訴や外在化問題に見られ

た。被虐待体験は，子どもの逸脱行動を高めるという知見と合致する。  
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尾島俊之 （浜松医科大学医学部  

健康社会医学講座）  

市川香織 （文京学院大学  

保健医療技術学部看護学科）  

篠原亮次 （健康科学大学健康科学部）  

岩佐景一郎（山梨県福祉保健部  

健康増進課）  
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こころの診療部  

乳幼児メンタルヘルス診療科） 

 

A. 研究目的 

本研究では，平成 27 年度に発表された

「健やか親子 21（第 2 次）」に基づいた母

子保健行政施策に生かすため，子どもを健

やかに育てることができる健やかな家族と

はどのような家族なのか，そして家族での

被養育体験が，子どもの成長後にどのよう

な影響をもたらすのかを明らかにする。子

どもを健やかに育てるための指針および家

族の有り様が子どもの精神的健康に与える

影響を明確にすることは，親の子育てや，

地域による子育て支援への指針に寄与する

と考えられる。  

子どもを健やかに育てる家族とは，どの

ような家族なのであろうか。  

まず，子どもを健やかに育てるためには，

家族自体が健やかである必要があろう。家

族システム論では，家族システムの上位シ

ステムであるコミュニティとの間で情報や

物資の授受がなされるシステムの開放性が

高い家族は健康度が高いと捉えられる。こ

うした家族の開放性については，社会学で

は，ソーシャルキャピタルという概念から

論じられ，地域社会との信頼関係をもって

居心地の良さを感じ，地域とよく交流する

ことは，その家族の健康に繋がるとされて

いる[1]。こうしたことから，健康な家族の

基盤として，地域との繋がりを取り上げる

必要があろう。  

次に，家族内においては，子どもの頃に

温かく育てられたと認識していると，成人

前期のレジリエンス，学業成績は良好で，

対人関係の問題は少ないが，子どもの頃に

親が拒否的であったり過度に支配的であっ

たと認識している場合には，成人前期の対

人関係の問題や臨床的問題の多さに繋がる

と指摘される[2]。また，母子役割逆転は無

秩序型アタッチメントと関連すること [3]，

親の受容性と統制度が高いと子が認識して

いると 18 歳の子の心理社会的発達が良好

であることも指摘される[4]。こうしたこと

から，子どもを受容し，親が親役割を果た

すことで子どもを支えることができる家族

であることは，子どもを健やかに育てる家

族として重要な要素であると言える。  

一方，子どもの健やかな発達を阻害する

ことが指摘される養育として，虐待や体罰，

子どもに対する暴言など，子どもを身体

的・精神的に傷つける養育を取り上げる必

要があろう。しつけと称して子どもを傷つ

けることも，子どもの健全な発達を阻害す

る。親の体罰は，子どもの道徳内化の水準

の低下，攻撃性の増大，非行・反社会的行

動の増大，親子関係の悪化，メンタルヘル

スの低下につながること[5]，厳しいしつけ

や虐待を受けた子どもは，18 歳の非行，物

質乱用，精神疾患，暴力被害者になる率が

高いことが示されている[6]。こうしたこと

から，身体的・精神的に子どもを傷つけな

いことも，子どもを健やかに育てる家族の

重要な一側面と言えよう。 

本研究では，これらの３つの要因は，階

層的構造を持つと想定する。すなわち，地
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域に開かれている家族の有り様は，子ども

を支えていくことができる家族を育くみ，

子どもを傷つけない家族であることを支え，

子どもを支える家族は，子どもを傷つけな

い家族であることを支えるであろう。そし

て，これらの家族の有り様は，媒介的およ

び直接的に成長後の子どものメンタルヘル

スを高めると予測する。こうしたことから，

本研究では，「子どもを健やかに育てる家

族モデル」（Figure 1）を想定する。  

これらより，本研究では，「子どもを支

える家族」，「子どもを傷つけない家族」，

「地域に開かれた家族」という 3 つの側面

から家族関係を捉える尺度を作成し（分析

Ⅰ），その妥当性を検証する（分析Ⅱ）。

そして，これら 3 つの側面の階層的関連を

確認した上で，子どもの頃に体験した家族

関係が，高等学校を卒業し，家族との関係

も自律的なものに移行しつつある時期以降

の，青年期後期から成人期にある「子」の

行動やメンタルヘルスにどのような影響を

与えているのかを明らかにする（分析Ⅲ）。 

 

分析Ⅰ 「子どもを健やかに育てる家族

尺度」の作成 

分析Ⅰでは，「子どもを健やかに育てる

家族尺度」の尺度項目と因子を確定し，尺

度の信頼性を検証する。 

信頼性は，1 週間の間を置いた再検査法

および α 係数の算出により実証する。  

 

分析Ⅱ「子どもを健やかに育てる家族尺

度」妥当性検証 

分析Ⅱでは，分析Ⅰで作成された「子ど

もを健やかに育てる家族尺度」の下位尺度

である「子どもを支える家族」「子どもを

傷つけない家族」「地域に開かれた家族」

の構成概念妥当性を検討する。構成概念妥

当性の検討に当たっては，変数として「家

族機能」，「ソーシャルキャピタル」，「養

育態度」を用いる。  

家族の状態を測定する測度として，米国

で最も注目されているのが，円環モデルに

基づいて家族機能を評価する FACESⅢ[7]

である[8]。円環モデルでは，家族を「凝集

性」「適応性」「コミュニケーション」の

3 つの次元から捉える。「凝集性」は，家

族成員がお互いに持つ情緒的なつながりで

あり，「適応性」は，状況的危機や発達的

危機に対して，家族システムの勢力構造や

役割関係などを変化させる能力である。「コ

ミュニケーション」は，「凝集性」「適応

性」の両次元を促進させる働きを持つ。

FACESⅢでは，「凝集性」「適応性」の両

次元が中程度のバランス群を家族機能が良

く働く健康な家族としており，これらの変

数と家族健康度は，カーブリニアな関係に

あると想定している。しかし，「凝集性」

と家族機能は，凝集性が高い程家族機能は

良好であるというリニアな関係が数々の研

究で指摘され[9-11]，我が国の研究におい

ても同様の結果が見られている[12]。邦訳

FACESⅢ[12]の尺度項目を見ても，とくに

「凝集性」に関しては健康な家族関係と捉

えられるため，本研究では，「健やかな家

族関係尺度」の 3 つの下位尺度は，「凝集

性」と正の相関を示すと予測する。一方，

「適応性」に関しては，家族の柔軟性は非

臨床群においては高いほど家族が機能して

いると想定し，これに関しても正の相関を

予想する。 

次に，「ソーシャルキャピタル」との関

連については，地域との繋がりを示す「地

域に開かれた家族」との正の相関を予測す

る。 

最後に，親の「養育態度」は，「子ども

を健やかに育てる」家族という意味で，本

尺度と大きく関連するであろう。「肯定的

否定的養育行動尺度」[13]では，Alabama 

Parenting Questionnaire や Parent 

Behavior Inventory といった，国際的に幅

広く利用されている 4 つの代表的な養育行
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動尺度の因子構造や養育行動のメタ分析

[14]の結果を踏まえて親の養育態度を包括

的に捉え，「関与・見守り」「肯定的応答

性」「意思の尊重」からなる「肯定的養育」

と「過干渉」「非一貫性」「厳しい叱責・

体罰」からなる「否定的養育」といった 2

側面の養育態度を同定した。「子どもを健

やかに育てる家族尺度」の各下位尺度は，

「肯定的養育」とは正の，「否定的養育」

とは負の相関を示すと予測する。また，「子

どもを傷つけない家族」については，否定

的養育の中の「非一貫性」「厳しい叱責・

体罰」と負の相関を示すと予測する。  

 

分析Ⅲ 子どもの頃の家族関係が青

年・成人のメンタルヘルスに与える影響 

分析Ⅰ，Ⅱと同一の対象者において，「子

どもを健やかに育てる家族尺度」の下位尺

度である「子どもを支える家族」「子ども

を傷つけない家族」「地域に開かれた家族」

という側面からみた子どもの頃に体験した

家族関係が，現在のメンタルヘルスにどの

ような影響を与えているのかを検証する。

本来なら，縦断研究により幼児期から児童

期の子どもの頃の家族関係と，それらの子

どもの成長後の精神的適応を測定するべき

であるが，調査方法の限界より，青年・成

人が子どもの頃の家族関係を回顧した家族

関係と現在の精神的適応との関連を検討す

る。 

まずは，「子どもを健やかに育てる家族

尺度」で想定した「子どもを健やかに育て

る家族モデル（Figure1）」について，家

族の有り様の階層的構造を検討する。次い

で，それらの家族関係が，子の現在の精神

的適応にどのような影響を与えているのか

を検証する。  

メンタルヘルスとしては，まず，抑うつ

を含む包括的な心理社会的適応度を取り上

げる。子どもの頃を回顧した「子どもを健

やかに育てる家族尺度」下位尺度得点の高

さは，現在の抑うつ度や不安の低さと関連

すると予測する。  

虐待や厳しいしつけを受けると，攻撃的

行動や逸脱行動が増えることが指摘されて

いることから[6]，「子どもを傷つけない子

育て」の高さは，外在化問題の低さと関連

すると予測する。  

また，子どもの頃の親へのアタッチメン

トは，対人関係のひな型である内的作業モ

デルとして成長後の対人関係認知に影響を

与えることが指摘される。こうしたことか

ら，「子どもを健やかに育てる家族尺度」

各下位尺度得点の高さは，青年・成人期の

安定したアタッチメントと関連すると予測

する。 

 

B.研究方法 

分析Ⅰ：方法  

2017 年 2 月に，長野県の専門学校にお

いて，質問紙調査を行った。質問紙は，授

業の合間の時間に教室にて配布し，倫理的

配慮の説明後，回答を求めた。再検査信頼

性を実証すること，質問項目が多いため 1

度に全ての調査項目に回答すると回答者の

疲労が懸念されることから，調査は，2 回

に分けて実施した。回収数は，1 度目の調

査では 99 部，2 度目の調査では 77 部で

あった。1 度目の回答所要時間は，15 分か

ら 25 分であった。2 度目の調査は，1 度目

の調査と紐づけできるように連番を打った

上で回答者に手渡し，1 週間後に郵送して

いただいた。2 回の調査への協力者には，

QUO カード 1,000 円分が後日送付された。 

調査協力者 99 名の回答者の内，男性は

9 名，女性は 90 名であった。年齢は 18 歳

から 44 歳に渡り，平均年齢は 21.57 歳

（SD4.71），学年は 1 年 41 名，2 年 27 名，

3 年 30 名であった。子どもの頃に育った地

域は，大都市（東京都区部，政令指定都市）

1 名，中都市①（人口 30 万人以上の都市）

12 名，中都市②（人口 30 万人未満 10 万
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人以上の都市）18 名，小都市（人口１０万

人未満の市）30 名，町村 21 名であった。  

質問紙  

1．フェイスシート 項目は，「性別」

「年齢」「学年」「子どもの頃に育った地

域」「子どもの頃の家族構成」であった。 

2．子どもを健やかに育てる家族尺度（資

料 1）平成 28 年度 厚生労働科学研究費補

助金 健やか次世代育成総合研究事業「母子

の健康改善のための母子保健情報利活用に

関する研究」研究班（研究代表者 山縣然

太朗）と「メンタルヘルス不調の妊産褥婦

に対する医療・保健・福祉の具体的な連携

と対応の整備，及び健やかな親子関係のた

めの妊娠期からはじまる支援施策について

の研究」研究班（研究代表者 立花良之）

が協働し，子どもを健やかに育てる家族と

はどのような家族なのかについてディスカ

ッションを行った。研究班メンバーは，母

子保健研究者であった。得られた子どもを

健やかに育てる家族関係の各項目およびそ

れらを K-J 法でまとめた結果（「地域社会

と交流の多い親子」，「コミュニケーショ

ンが良好な親子」，「子どもの心を大切に

する親」）（研究分担者立花良之の報告書

参照）を参考に，17 項目からなる質問紙を

作成した。教示は，「子どもの頃のあなた

の家族についてお答えください」であった。

「そう思わない（1 点）」「あまりそう思

わない（2 点）」「ややそう思う（3 点）」

「そう思う（4 点）」の 4 件法である。 

3．子どもの頃とはどの時期かを問う項

目 「子どもを健やかに育てる家族尺度」

では，回答者が子どもの頃を想起して回答

するよう求めるが，回答者のどの時期を想

起するのかは，回答者によって異なるであ

ろう。そこで，「前のページの質問で，『子

どもの頃』と読んで，あなたはどの時期を

思い浮かべましたか。当てはまるもの全て

を〇で囲んでください。」と教示して回答

を求めた。選択肢は，「０～３歳頃」「3

歳～6 歳頃」「小学校 1～3 年」「小学校 4

～6 年」「中学生」「高校生」「高校卒業

後」であった。  

統計パッケージ 以下，R3.3.3 および

SPSS23AMOS を用いた。 

 

分析Ⅱ：方法 

妥当性検証のための尺度 1. FACESⅢ

[12]Olson の円環モデルに基づいて家族関

係を測定する尺度の日本語版である。「凝

集性」「適応性」の 2 軸から，家族機能を

捉える。5 件法で，20 項目からなる。2. ソ

ーシャルキャピタル尺度[15]「社会的信頼」

1 項目（4 件法），「所属意識」３項目（７

件法）からなる。英語版を邦訳した。3. 認

知的ソーシャルキャピタル尺度[16]地域と

の信頼関係，所属意識，相互援助・相互交

流意識など，認知的ソーシャルサポートを

測定する尺度である。5 件法で 12 項目から

なる。4. 肯定的・否定的養育態度尺度[13]

「関与見守り」「肯定的応答」「意思の尊

重」の下位尺度からなる子ども中心の養育

を示す「肯定的養育態度」，「過干渉」「非

一貫性」「厳しい叱責体罰」の下位尺度か

らなる親中心の養育を示す「否定的養育態

度」から構成される。4 件法で，35 項目か

らなる。  

 

分析Ⅲ：方法 

尺度 1. PHQ9[17] Spitzer らが作成

した PHQ の中から大うつ病性障害モジュ

ールの質問項目を抽出したものの日本語版

である。DSM-5 診断基準に沿ったうつ病の

評価尺度で，4 件法，9 項目からなる。2. 愛

着スタイル尺度 ECR-GO[18]愛着理論に基

づき，Bartholomew & Horowitz[19]が作

成した愛着スタイル尺度の日本語版である。

助けを必要とするときでも他者に頼ること

や近接することを回避する心性を示す「親

密性の回避（愛着の自己モデル）」，必要

とするときに他者から助けや受容が受けら
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れるかについて不安を持つ心性を示す「見

捨てられ不安（愛着の他者モデル）」の 2

側面から，一般的な他者との関係を捉える。

7 件法で，36 項目からなる。 3. ASEBA

行動チェックリスト成人用自己評価（ASR）

[20]Achenbach らが開発した心理社会的

適応状態を包括的に評価するシステム

（ASEBA：Achenbach System of 

Empirically Based Assessment）[21]に基

づいて作成された，日本語版成人（18 歳～

59 歳）用自己評価式行動チェックリストで

ある。「不安・抑うつ」「引きこもり」「身

体愁訴」「思考の問題」「注意の問題」「攻

撃的行動」「規則違反的行動」「侵入性」

の症状群およびその上位概念としての「外

向尺度」「内向尺度」，「全尺度」からな

る。あてはまらない（0 点），ややまたは

ときどきあてはまる（1 点），たいへんま

たはよくあてはまる（2 点）の 3 件法で，

134 項目からなる。50 点を平均値とした T

得点が算出されるが，本研究での分析では

他の尺度同様に本尺度得点を間隔尺度とみ

なし，分析においては，粗点平均値を使用

した。 

 

C.研究結果 

分析Ⅰ：結果 

項目の選別 回収されたデータについ

て，天井・床効果が見られた項目が 17 項

目中 12 項目であったが，いずれも重要な

項目と考えられたので，ひとまず削除しな

かった（詳細は，Table９参照）。次に項

目間相関が特に高い項目では，項目を吟味

して 1 項目を削除した（詳細は，Table13

参照）。脚注1 

因子の確定 上記手続きにより採択さ

れた 16 項目について，最尤法・プロマッ

                             
脚注1 尺度項目「親は私のことを信じてくれた」は，

「親は私の意志を大事にしてくれた」（r=.73)，

「困ったときは親が助けてくれた」（r=.73）と

の相関が高かったため，削除した。  

クス回転による因子分析を施した。因子負

荷量が複数因子にまたがる項目を削除しな

がら因子分析を繰り返し，スクリープロッ

トの形状から，3 因子が妥当と考えられ，

最終的に 11 項目が採択された（Table1）。

なお，各項目の持つ意味を重視し，全尺度

項目ベースで行った分析について，付録に

示した。 

第 1 因子は，「困ったときは親が助けて

くれた」等の 5 項目からなり，親が子ども

を受容し，コミュニケーションが取れ，親

役割が果たされている関係において，子ど

もが親に精神的に支えられていた家族関係

を示していると考えられるため，「子ども

を支える家族」因子と命名した。第 2 因子

は，「親によく叩かれた」等 3 項目からな

り，子どもが親に身体的・精神的に傷つけ

られた体験を表していると考えられる。本

尺度は子どもを健やかに育てる家族の有り

方を示したいため，因子名を「子どもを傷

つけない家族」とし，本因子の尺度得点に

ついては因子負荷量を逆転して算出するこ

ととした。第 3 因子は，「私の家族は，困

ったときに近所の人と助け合っていた」等

3 項目からなり，家族が地域に開かれてい

る関係を示していると考えられるため，「地

域に開かれた家族」因子と命名した。各因

子を下位尺度とした下位尺度得点の平均値

と標準偏差を Table2 に，各尺度得点間の

相関係数を Table3 に示した。 

本質問紙で回答者が想定した「子どもの

頃」 本尺度の教示で用いた「子どもの頃」

に関して，調査協力者がどの時代を想起し

たのかを聞いた調査の結果（複数回答可）

について，各年代の選択・非選択の度数分

布をカイ二乗検定で分析すると，双方には

有意な関連が見られた（χ2=261.95, p<.001, 

df=6）（Table4）。3～6 歳（63.6%），小

学 1～3 年(91.9%)，小学 3～6 年(77.8%)を

想起したものが有意に多く，0～3 歳

(26.3%)，高校生(13.1%)，高校生以降(5.1%)
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を想起したものは有意に少なく（全て

p<.001），中学生想起選択の有無には有意

差は見られなかった(45.5%)。 

 再検査法による各因子の信頼性の検討 

再検査法の実施を目的として，第一回目の

調査実施 1 週間後に第二回調査を実施した

（N=77）。その結果，第一回調査施行時の

得点と第二回調査施行時の得点との相関係

数は，「子どもを支える家族」因子では

r=.89(p<.001)，「子どもを傷つけない家族」

因子では r=.79(p<.001)，「地域に開かれた

家族」因子では r=.73(p<.001)となり，高い

再検査信頼性が実証された。  

 

分析Ⅱ：結果 

 各因子の構成概念妥当性の検討 「子ど

もを健やかに育てる家族尺度」の各下位尺

度得点と関連尺度得点との相関関係を

Table4 に示す。 

 「子どもを支える家族」では，FACES

Ⅲの「凝集性」とは強い正の，「適応性」

とは中程度の正の相関が，「認知的ソーシ

ャルキャピタル」とは弱い正の相関がみら

れた。「肯定的・否定的養育行動」の「肯

定的養育」各因子とは中程度の正の相関，

「否定的養育」の「非一貫性」とは中程度

の負の相関がみられた。 

 「子どもを傷つけない家族」では，FACES

Ⅲの両因子と弱い正の相関，「肯定的・否

定的養育行動」の「肯定的養育」各因子と

中程度から弱い正の相関，「否定的養育」

の「非一貫性」とは中程度の負の相関，「厳

しい叱責体罰」とは中程度の負の相関がみ

られた。 

 「地域に開かれた家族」では，FACES

Ⅲ両因子と中程度の正の相関，「認知的ソ

ーシャルキャピタル」とやや強い正の相関，

「ソーシャルキャピタル」の「社会的信頼」

と中程度の，「地元帰属意識」と強い正の

相関がみられた。「肯定的・否定的養育行

動」の「肯定的養育」各因子とは中程度の

正の相関，「否定的養育」の「非一貫性」

とは中程度の負の相関がみられた。  

 

分析Ⅲ：結果 

 各尺度の尺度得点平均値（標準偏差）お

よび「子どもを健やかに育てる家族尺度」

との相関関係 各尺度得点の平均値およ

び標準偏差は，Table 6 の通りである。ARS

に関しては，参考までに T 得点平均値およ

び標準偏差も表記した。また，これらの尺

度得点と「子どもを健やかに育てる家族尺

度」各下位尺度得点との相関関係は，Table 

7 の通りである。  

「子どもを健やかに育てる家族モデル」

―3 つの下位尺度が子どものメンタルヘル

スに与える影響 まず，「子どもを健やか

に育てる家族尺度」下位尺度である「子ど

もを支える家族」「子どもを傷つけない家

族」「地域に開かれた家族」という家族の

3 つの側面の階層構造を共分散構造分析に

より検討した。まず，Figure1 の子どもの

頃の家族にみられるような階層構造をこれ

ら３つの家族関係に想定したモデルについ

て検討すると，適合度指標は χ2 =.000, 

GFI=1.00, CFI=1.00, RMSEA=.406, 

AIC=12 であった。次いで，「子どもを傷

つけない家族」「地域に開かれた家族」と

の間に有意なパスがみられなかったため，

「地域に開かれた家族」から「子どもを傷

つけない家族」へのパスを消したモデルを

作成した。その結果，適合度指標は χ2 

=.639,n.s.,GFI=.994, AGFI=.966, 

CFI=1.00, RMSEA=.000, AIC=10.639 と

高く，このモデルを採択することとした。

「地域に開かれた家族」は「子どもを支え

る家族」に中程度の影響を与え，「子ども

を支える家族」は「子どもを傷つけない家

族」に中程度の影響を与えるといった階層

構造が示された（Figure2）。 

次いで，これら子どもの頃の家族関係が

青年後期・成人期のメンタルヘルスにどの
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ような影響を与えているのかを明らかにす

るために，「子どもを健やかに育てる家族

尺度」各下位尺度得点を説明変数，各メン

タルヘルス変数を目的変数とした階層的重

回帰分析を行った（Table 8）。モデルの適

合度は，χ2 =.639,n.s., GFI=.996, 

AGFI=.957, CFI=1.00, RMSEA=.000, 

AIC=18.639 と，高かった。  

「子どもを支える家族」尺度得点が高け

れば，PHQ，アタッチメントの親密性回避

や見捨てられ不安（有意傾向），ARS の全

尺度得点，内向尺度得点およびその全下位

の不安抑うつ，引きこもり，外向尺度の攻

撃的行動，規則違反的行動および，注意の

問題得点は低かった。  

「子どもを傷つけない家族」得点が高い

と，ARS の身体愁訴，外向尺度，侵入性の

各尺度得点は有意に低かった。  

「地域に開かれた家族」が高いと，ASR

の内向尺度引きこもりが低いという有意傾

向がみられた。  

 

D.考察 

分析Ⅰ：考察 

分析Ⅰでは，子どもを健やかに育てる家

族の有り様を捉えるための尺度を作成した。

その結果，「子どもを支える家族」「子ど

もを傷つけない家族」「地域に開かれた家

族」の 3 因子 11 項目からなる「子どもを

健やかに育てる家族尺度」が作成された。

尺度の確定に当たって，探索的な因子分析

を行った。信頼性は，α 係数および再検査

法で確認した。信頼性係数は，いずれの方

法においても，許容範囲から高い水準にあ

ると考えられた。回答者は，「子どもの頃」

として，3～6 歳の幼児期と児童期を主に回

顧して回答していると考えられた。これら

の検討により，子が捉える子どもの頃の家

族を「子どもを健やかに育てる家族」とい

う側面から測定することができる「子ども

を健やかに育てる家族尺度」の尺度項目を

確定することができた。 

 

分析Ⅱ：考察 

 分析Ⅱにおいては，尺度を構成する下位

因子の構成概念妥当性を検討した。「子ど

もを健やかに育てる家族尺度」の各下位因

子の高さは，互いのつながりが強く柔軟な

家族認知の高さ，肯定的で一貫した被養育

体験と関連していると考えられた。これら

の関連は，「子どもを支える家族」因子で，

他の因子よりも強かった。「子どもを傷つ

けない家族」因子の高さは，厳しい叱責や

体罰を受けた経験の少なさと関連していた。

また，「地域に開かれた家族」因子の高さ

は，地域との繋がり，地域への信頼，帰属

意識の高さと関連していた。以上，予測通

りの結果が見られ，「健やかな親子関係尺

度」の３つの下位因子の構成概念妥当性が

実証された。  

 

分析Ⅲ：考察 

 子どもの頃の「子どもを支える家族」

「子どもを傷つけない家族」「地域に開か

れた家族」の 3 つの側面から捉えた「子ど

もを健やかに育てる家族」は，青年後期・

成人期の子のメンタルヘルスに影響を与え

ていた。  

家族が地域とのつながりを持つことは，

親が子どもを支える家族を形成することを

促し，そうした家族の有り様を媒介して子

どもを傷つけない子育てを促して，成長後

の子のメンタルヘルスを高めると考えられ

た。成長後の子のメンタルヘルスへの直接

的影響としては，引きこもりを低下させる

傾向が見られた。 

また，子どもを受容し，コミュニケーシ

ョンを取って親役割を果たすことができる

子どもを支える家族であることは，青年後

期・成人となった子のメンタルヘルスを多

方面に渡り支えていた。抑うつや外在化・
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内在化問題への影響のみでなく，親密性回

避への影響がやや強く，子どもの頃家族に

支えられていたという認識を持つことは，

自分が他者から愛されるに足る人間である

という自信にも繋がると考えられた。  

子どもを傷つけない家族であることの青

年後期・成人となった子のメンタルヘルス

への影響は，身体愁訴や外在化問題に見ら

れた。被虐待体験は，子どもの逸脱行動を

高めるという知見と合致する。子どもを傷

つけない家族であることによる侵入性への

抑制的影響は，虐待の影響として指摘され

る愛着障害の脱抑制社交障害の症状と類似

する，無分別な社交性を示していると考え

られる。 

 

付録：子どもを健やかに育てる家族の有り

様を表すと想定した 17 項目全てについて

の分析 

「子どもを健やかに育てる家族」を想定

して作成した尺度項目 17 項目について，

各項目の持つ意味を重視し，項目ベースで

妥当性，メンタルヘルスとの関連を検討し

た。 

まず，「子どもを健やかに育てる家族尺

度」各項目（全 17 項目）の平均値と標準

偏差をまとめた（Table9）。その結果，天

井効果・床効果が見られる項目が多かった

が，これらは全て健康な方向への偏りであ

ったため，サンプルの健常性を示している

と考えられた。  

次に，「子どもを健やかに育てる尺度」

各項目得点と妥当性検証変数との相関を分

析した（Table10）。「子どもを健やかに

育てる家族」と想定した 17 項目の内，「地

域に開かれた家族」に関連する項目はソー

シャルキャピタルと関連し，「子どもを支

える家族」に関連する項目は適応的な家族

の構造（FACESⅢ），肯定的養育態度と関

連し，「子どもを傷つけない家族」に関連

する項目は厳しい叱責体罰と関連すると考

え，項目別でこれらの変数との相関をみた。

その結果，作成した尺度項目は，「子ども

を健やかに育てる家族尺度」の 3 因子と関

連があることがわかった。  

次いで，同各項目とメンタルヘルス変数

との相関をみると，各尺度項目が，PHQ（う

つ），アタッチメント，心理社会的適応

（ARS）と関連することがわかった

（Table11）。 

「子どもを健やかに育てる家族尺度」で

回答者が選択した「１あてはまる」「２．

あまりあてはまらない」「３．ややあては

まる」「４．あてはまる」の選択肢毎に見

た，PHQ,アタッチメント，心理臨床的問

題（ARS）平均値は，Table12 の通りであ

る。 

そして全 17 項目間の相関を見ると，相

関係数が 0.7 を上回る高い相関係数を示す

項目があった（Table13）。 

各尺度項目ベースでの得点の偏りは，サ

ンプルの偏りと考えられるが，今後検証し

ていく必要がある。  
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E. 結論 

本研究は，子どもを健やかに育てること

ができる健やかな家族とはどのような家族

なのか，そして家族での被養育体験が，子

どもの成長後にどのような影響をもたらす

のかを明らかにすることを目的とした。  

まず，「子どもを支える家族」「子ども

を傷つけない家族」「地域に開かれた家族」

の 3 つの側面から家族関係を捉える「子ど

もを健やかに育てる家族尺度」の信頼性・

妥当性を実証した。 

次いで，これら家族関係の 3 つの側面に

は，「地域に開かれた家族」が「子どもを

支える家族」に影響を与え，「子どもを支

える家族」が「子どもを傷つけない家族」

に影響を与えるという階層構造があり，こ

うした階層構造を持つ家族関係が子のメン

タルヘルスに影響を与えるという，「子ど

もを健やかに育てる家族モデル」の適合度

が高いことを実証した。そして，子どもの

頃の家族の有り様が，青年後期・成人期の

子のメンタルヘルスに様々な影響を与えて

いることを明らかにした。  

「子どもを健やかに育てる家族モデル」

の適合度は高かったものの，本研究の結果

には，子どもの頃の回顧法という研究法の

問題があり，重決定係数は高いとは言えな

かった。しかし，子どもの頃を振り返って

捉えた家族関係が現在のメンタルヘルスに

与える影響としては，看過できない大きさ

であると考える。本研究の結果は，限られ

たサンプルに対する調査に基づくものであ

るため，結果の一般化には注意を要する。

今後，より多様なサンプルへの調査が必要

である。  
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資料 1. 

【質問紙：子どもを健やかに育てる家族尺度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思わない
あまり

そう思わない
ややそう思う そう思う

1 私は子どもの意思を大事にした。 □ □ □ □

2 私の家族は、地域の活動（祭り、防災訓練等）に積極的に関わっていた。 □ □ □ □

3 私は子どものことを信じた。 □ □ □ □

4 私は子どもをよくたたいた。 □ □ □ □

5 子どもが困ったときは，私が助けてあげた。 □ □ □ □

6 私の家族は、困った時に、よく近所の人と助け合っていた。 □ □ □ □

7 私は，子どもの気持ちをわからなかった。 □ □ □ □

8 私は子どもによく怒鳴った。 □ □ □ □

9 私は子どもに過剰に干渉していた。 □ □ □ □

10 友達を家に呼んだり友達の家に遊びに行ったりした。 □ □ □ □

11 私は、親としての責任をしっかり果たしていた。 □ □ □ □

12 私は子どもをよくひどい言葉で傷つけた。 □ □ □ □

13 子どもは，私が近くにいると緊張した。 □ □ □ □

14 私の家族は，他の人との交流が少なかった。 □ □ □ □

15 会話の多い家族だった。 □ □ □ □

16 私は，しつけのために子どもをたたくことはなかった。 □ □ □ □

17 子どもは，自分の気持ちを私に話せなかった。 □ □ □ □

※お子様が子どもの頃のあなたの家族についてお答えください。

　次の項目について，最もよくあてはまると思うところに，☑をつけてください。
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資料 2. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table1　「子どもを健やかに育てる家族尺度」の因子分析結果（最尤法，プロマックス回転）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ　子どもを支える家族（α＝.80）

5.困ったときは，親が助けてくれた。 0.981 0.143 -0.144

17.自分の気持ちを親に話せなかった。                            -0.717 0.037 0.092

1.親は私の意思を大事にしてくれた。                              0.686 -0.241 -0.096

15.会話の多い家族だった。                                       0.568 0.051 0.136

11.私の親は.親としての責任をしっかり果たしていた。 0.475 -0.091 0.085

Ⅱ　子どもを傷つけない家族（逆転）（α＝.85）

4.親によくたたかれた。                                       -0.019 0.928 0.105

8.親によく怒鳴られた。                                          0.066 0.828 -0.066

16.親は，しつけのために私をたたくことはなかった。               -0.087 -0.736 0.066

Ⅲ　地域に開かれた家族（α＝.67）

6.私の家族は.困った時に，よく近所の人と助け合っていた。         -0.208 0.038 1.069

14.私の家族は，他の人との交流が少なかった.。 -0.155 0.097 -0.432

2.私の家族は，地域の活動，祭り，防災訓練等に積極的に関わっていた。 0.187 0.148 0.388

Ⅰ ー 0.148 0.634

Ⅱ ー 0.419

子どもを支える家族 子どもを傷つけない家族 地域に開かれた家族

平均値 3.33 2.89 3.20

標準偏差 0.62 0.94 0.66

Table2「子どもを健やかに育てる家族尺度」下位尺度得点の平均値と標準偏差

Ⅰ

子どもを支える家族

Ⅱ

子どもを傷つけない家族

Ⅲ

地域に開かれた家族

Ⅰ ー 0.30*** 0.59***

Ⅱ ー 0.11

*
p <.05   

**
p <.01   

***
p <.001

Table3「子どもを健やかに育てる家族尺度」下位尺度得点間の相関係数

Table4  「子どもの頃とは？」に対して想起した年代分布

選択

度数 26 63 91 77 45 13 5

( 26.26 % )( 63.64 % )( 91.92 % )( 77.78 % )( 45.45 % )( 13.13 % )( 5.05 % )

調整済み残差 -4.29 *** 3.76 *** 9.86 *** 6.81 *** -0.16 -7.12 *** -8.87 ***

非選択

度数 73 36 8 22 54 86 94

( 73.74 % )( 36.36 % )( 8.08 % )( 22.22 % )( 54.55 % )( 86.87 % )( 94.95 % )

調整済み残差 4.29 *** -3.76 *** -9.86 *** -6.81 *** 0.16 7.12 *** 8.87 ***

計 99 99 99 99 99 99 99

*
p <.05   

**
p <.01   

***
p <.001

高校生 高校卒業後0-3歳頃 3歳-6歳頃 小学校1-3年 小学校4-6年 中学生
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資料 3. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table5「健やかな家族関係」尺度下位尺度の妥当性（関連尺度との相関係数）

子どもを支える家族 子どもを傷つけない家族 地域に開かれた家族

FACESⅢ

凝集性 0.65 *** 0.32 *** 0.51 ***

適応性 0.48 *** 0.30 * 0.42 ***

認知的ソーシャルキャピタル 0.34 ** 0.11 0.60 ***

ソーシャルキャピタル

社会的信頼 0.26 0.14 0.46 *

地元帰属意識 0.33 0.05 0.67 **

肯定的・否定的養育態度

肯定的養育態度

関与見守り 0.56 * 0.17 ** 0.47 ***

肯定的応答 0.66 ** 0.30 *** 0.45 ***

意思の尊重 0.58 * 0.48 *** 0.49 ***

否定的養育態度

過干渉 -0.33 -0.31 -0.23

非一貫性 -0.59 *** -0.46 *** -0.41 ***

厳しい叱責体罰 -0.41 -0.55 *** -0.21

*
p <.05   

**
p <.01   

***
p <.001

Table６　各尺度得点平均値および標準偏差

平均値 標準偏差 得点範囲 平均値 標準偏差

PHQ（抑うつ） 1.63 0.61 １～４

ECR-GO（アタッチメント）

親密性回避 3.91 1.07 １～７

見捨てられ不安 3.25 1.20 １～７

ASR（行動チェックリスト）

　全問題尺度 0.46 0.26 ０～２ 55.01 10.44

　内向尺度 0.51 0.33 ０～２ 53.75 9.99

不安抑うつ 0.66 0.43 ０～２ 56.49 8.17

引きこもり 0.49 0.37 ０～２ 54.97 6.19

身体愁訴 0.30 0.34 ０～２ 54.45 7.95

　外向尺度 0.39 0.27 ０～２ 53.63 9.75

攻撃的行動 0.44 0.35 ０～２ 55.40 7.80

規則違反的行動 0.26 0.25 ０～２ 54.92 5.73

侵入性 0.52 0.43 ０～２ 56.91 6.52

思考の問題 0.24 0.29 ０～２ 57.49 8.59

注意の問題 0.63 0.36 ０～２ 57.31 7.82

ARS　T得点（参考）
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資料 4. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table7「子どもを健やかに育てる家族尺度」下位尺度得点と精神的適応尺度得点との相関関係

PHQ（抑うつ） -0.53 *** -0.21 † -0.41 ***

ECR-GO（アタッチメント）

親密性回避 -0.51 *** -0.06 -0.25 *

見捨てられ不安 -0.24 * -0.10 -0.13

ASR（行動チェックリスト）

　全問題尺度 -0.42 *** -0.18 -0.31 **

　内向尺度 -0.48 *** -0.16 -0.39 ***

不安抑うつ -0.37 *** -0.09 -0.29 *

引きこもり -0.55 *** -0.09 -0.47 ***

身体愁訴 -0.31 ** -0.26 *** -0.25 *

　外向尺度 -0.28 * -0.26 * -0.18

攻撃的行動 -0.40 *** -0.19 † -0.31 **

規則違反的行動 -0.34 ** -0.24 * -0.19

侵入性 0.20 † -0.20 † 0.21 †

思考の問題 -0.16 -0.04 -0.07

注意の問題 -0.35 ** -0.11 -0.28 *

†p <.1  *p <.05   **p <.01   ***p <.001

子どもを支える家族 子どもを傷つけない家族 地域に開かれた家族

Table８　「子どもを健やかに育てる家族モデル」 回帰係数

PHQ（抑うつ） -.157 -.416 *** -.068 .300

ECR-GO（アタッチメント）

親密性回避 .091 -.597 *** .109 .276

見捨てられ不安 .023 -.249 † -.025 .060

ASR（行動チェックリスト）

　全問題尺度 -.105 -.337 * -.067 .186

　内向尺度 -.164 -.377 ** -.030 .252

不安抑うつ -.112 -.309 * .018 .145

引きこもり -.211 † -.443 *** .065 .333

身体愁訴 -.114 -.189 -.192 † .141

　外向尺度 -.036 -.199 -.194 † .133

攻撃的行動 -.128 -.295 * -.090 .176

規則違反的行動 .003 -.300 * -.152 .139

侵入性 .114 .215 -.274 * .116

思考の問題 .046 -.195 .014 .028

注意の問題 -.112 -.282 * -.014 .133
†

p<.1 
 *p <.05   

**p <.01   
***p <.001

子どもを

傷つけない家族

β R 2

地域に

開かれた家族

β

子どもを

支える家族

β
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資料 5. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table9 「子どもを健やかに育てる家族尺度」各項目の平均値・標準偏差

1.親は私の
意思を大事
にしてくれ
た。

2.私の家族
は、地域の
活動（祭
り、防災訓
練等）に積
極的に関
わってい
た。

3.親は私の
ことを信じ
てくれた。

4.親によく
たたかれ
た。

5.困ったと
きは，親が
助けてくれ
た。

6.私の家族
は、困った
時に、よく
近所の人と
助け合って
いた。

7.親は，私
の気持ちを
わかってく
れなかっ
た。

8.親によく
怒鳴られ
た。

9.親から過
剰に干渉さ
れていた。

10.友達を
家に呼んだ
り友達の家
に遊びに
行ったりし
た。

11.私の親
は、親とし
ての責任を
しっかり果
たしてい
た。

12.親によ
くひどい言
葉で傷つけ
られた。

13.親が近
くにいると
緊張した。

14.私の家
族は，他の
人との交流
が少なかっ
た。

15.会話の
多い家族
だった。

16.親は，
しつけのた
めに私をた
たくことは
なかった。

17.自分の
気持ちを親
に話せな
かった。

平均(AV) 3.47 3.34 3.49 1.87 3.61 2.87 2.06 2.35 2.01 3.35 3.69 1.75 1.68 1.57 3.26 2.77 2.18

標準偏差（SD） 0.77 0.79 0.73 0.99 0.63 0.91 1.04 1.04 1.08 0.80 0.57 0.96 0.99 0.84 0.92 1.19 1.03

AV+SD 4.25 4.13 4.23 2.86 4.24 3.78 3.11 3.39 3.09 4.16 4.26 2.72 2.67 2.41 4.18 3.96 3.21

AV-SD 2.70 2.56 2.76 0.88 2.99 1.96 1.02 1.32 0.93 2.55 3.12 0.79 0.69 0.73 2.34 1.58 1.15

中央値 4 4 4 2 4 3 2 2 2 4 4 1 1 1 4 3 2

最大値 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

最小値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1

Table10　「子どもを健やかに育てる家族」全項目と妥当性検証変数との相関係数

 

1.親は私の意思を大事
にしてくれた。

.527 *** .397 *** -.387 *** -.214 -.366 *** .341 ** .580 *** .560 *** -.485 *** -.603 *** -.517 ***

2.私の家族は、地域の活動
（祭り、防災訓練等）に積
極的に関わっていた。

.292 ** .172 -.480 *** -.431 *** -.607 *** .319 ** .255 * .254 * -.184 -.227 -.098

3.親は私のことを信じ
てくれた。

.536 *** .424 *** -.433 *** -.306 ** -.452 *** .411 *** .517 *** .593 *** -.515 *** -.632 *** -.441 ***

4.親によくたたかれ
た。

-.215 -.229 * -.031 -.073 -.039 -.099 -.200 -.392 *** .268 * .373 ** .425 ***

5.困ったときは，親が
助けてくれた。

.552 *** .408 *** -.299 ** -.195 -.328 *** .511 *** .477 *** .508 *** -.185 -.475 *** -.206

6.私の家族は、困った
時に、よく近所の人と
助け合っていた。

.422 *** .432 *** -.603 *** -.440 *** -.573 *** .410 *** .385 *** .462 *** -.207 -.404 *** -.161

7.親は，私の気持ちをわ
かってくれなかった。

-.306 ** -.210 .152 .202 .206 -.288 * -.244 * -.301 * .155 .256 * .200

8.親によく怒鳴られ
た。

-.231 * -.237 * .063 .028 -.002 -.211 -.341 ** -.523 *** .385 *** .491 *** .574 ***

9.親から過剰に干渉さ
れていた。

-.316 ** -.252 * .161 .044 .110 -.128 -.337 ** -.415 *** .460 *** .435 *** .572 ***

10.友達を家に呼んだり
友達の家に遊びに行っ
たりした。

.344 ** .307 ** -.289 * -.305 ** -.322 ** .253 * .132 .201 *** -.074 -.391 *** -.196

11.私の親は、親として
の責任をしっかり果た
していた。

.380 *** .288 * -.242 * -.107 -.223 .474 *** .444 *** .319 ** -.168 -.319 ** -.148

12.親によくひどい言葉
で傷つけられた。

-.468 *** -.417 *** .284 * .099 .176 -.369 ** -.477 *** -.440 *** .287 * .568 *** .517 ***

13.親が近くにいると緊
張した。

-.437 *** -.372 *** .419 *** .118 .334 ** -.373 ** -.445 *** -.443 *** .297 * .478 *** .389 ***

14.私の家族は，他の人と
の交流が少なかった。

-.430 *** -.369 *** .296 ** .150 .285 * -.387 *** -.406 *** -.423 *** .156 .327 ** .235

15.会話の多い家族だっ
た。

.627 *** .457 *** -.322 ** -.330 ** -.375 *** .395 *** .487 *** .370 ** -.158 -.342 ** -.239 *

16.親は，しつけのため
に私をたたくことはな
かった。

.251 * .218 -.099 -.135 -.005 .145 .254 * .371 ** -.169 -.367 ** -.456 ***

17.自分の気持ちを親に
話せなかった。

-.468 *** -.344 ** .254 * .194 .224 -.438 *** -.507 *** -.466 *** .266 * .508 *** .397 ***

*
p <.05   

**
p <.01   

***
p <.001

認知的
ソーシャル
キャピタル

FACESⅢ ソーシャルキャピタル 肯定的否定的養育態度

凝集性 適応性
社会的
信頼

地元
帰属意識

関与
見守り

肯定的
応答

意思の
尊重 過干渉 非一貫性

厳しい
叱責体罰
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Table11　「子どもを健やかに育てる家族」全項目とメンタルヘルス変数との相関係数

PHQ

 親密性
回避

見捨てら
れ不安

全問題
尺度

内向
尺度

不安
抑うつ

引き
こもり

身体
愁訴

外向
尺度

攻撃的
行動

規則違反
的行動

侵入
性

思考の
問題

注意の
問題

1.親は私の意思を大事に
してくれた。

-.374 *** -.422 *** -.169 -.337 *** -.420 *** -.331 *** -.422 *** -.339 *** -.220 * -.290 ** -.275 ** .131 -.178 -.285 **

2.私の家族は、地域の活動
（祭り、防災訓練等）に積極
的に関わっていた。

-.270 * -.143 .018 -.149 -.224 * -.163 -.250 * -.187 -.071 -.168 -.067 .164 .057 -.152

3.親は私のことを信じて
くれた。

-.307 ** -.461 *** -.120 -.356 *** -.407 *** -.281 ** -.427 *** -.389 *** -.284 ** -.327 *** -.397 *** .126 -.227 * -.315 **

4.親によくたたかれた。 .134 .060 .065 .199 * .212 * .160 .116 .262 ** .245 * .222 * .198 * .163 .109 .056

5.困ったときは，親が助
けてくれた。

-.415 *** -.510 *** -.192 -.315 *** -.352 *** -.260 ** -.364 *** -.308 ** -.233 * -.338 *** -.295 ** .203 * -.180 -.310 **

6.私の家族は、困った時に、
よく近所の人と助け合ってい
た。

-.368 *** -.203 -.233 * -.289 ** -.319 *** -.326 *** -.319 *** -.118 -.195 -.265 ** -.201 * .085 -.113 -.287 **

7.親は，私の気持ちをわかっ
てくれなかった。

.204 .186 .104 .235 * .257 ** .196 .254 ** .223 * .214 * .241 * .294 ** -.076 .113 .184

8.親によく怒鳴られた。 .237 * .043 .104 .292 ** .255 * .190 .165 .302 ** .321 *** .278 ** .334 *** .158 .190 .230 **

9.親から過剰に干渉され
ていた。

.168 .215 -.047 * .238 * .241 * .121 .297 ** .282 ** .228 * .217 * .273 ** .036 .206 * .142

10.友達を家に呼んだり友
達の家に遊びに行ったり
した。

-.340 ** -.163 -.312 ** -.310 ** -.263 ** -.278 ** -.213 * -.118 -.338 *** -.331 *** -.285 ** -.167 -.180 -.258 **

11.私の親は、親としての
責任をしっかり果たして
いた。

-.436 *** -.172 -.298 ** -.334 *** -.350 *** -.284 ** -.379 *** -.244 * -.298 ** -.464 *** -.270 ** .205 * -.097 -.306 **

12.親によくひどい言葉で
傷つけられた。

.397 *** .422 *** .248 * .329 *** .395 *** .300 ** .321 *** .399 *** .266 ** .318 *** .299 ** -.064 .230 * .163

13.親が近くにいると緊張
した。

.387 *** .432 *** .163 *** .363 *** .454 *** .310 ** .390 *** .511 *** .242 * .295 ** .299 ** -.094 .285 ** .205 *

14.私の家族は，他の人との
交流が少なかった。

.324 ** .237 ** .068 .075 .125 .071 .199 * .090 .050 .146 .083 -.206 * .063 .041

15.会話の多い家族だっ
た。

-.448 *** -.344 ** -.185 -.316 *** -.344 *** -.294 ** -.383 *** -.204 * -.244 * -.337 *** -.273 ** .143 -.135 -.254 *

16.親は，しつけのために私
をたたくことはなかった。

-.186 -.058 -.086 -.179 -.172 -.129 -.103 -.207 ** -.221 * -.157 -.168 -.243 * -.070 -.120

17.自分の気持ちを親に話
せなかった。

.358 ** .439 *** .142 .218 .284 ** .218 ** .368 *** .171 .140 .228 * .205 ** -.197 .068 .189

*
p <.05   

**
p <.01   

***
p <.001

ECR-GO

（アタッチメント）

ASR

（行動チェックリスト）

抑うつ
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考
の

問
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親
密
性

回
避

見
捨
て

ら
れ

不
安

全
問
題

尺
度

内
向

尺
度

不
安

抑
う
つ

身
体

愁
訴

外
向

尺
度

攻
撃
的

行
動

規
則
違

反
的

行
動

侵
入
性

引
き
こ

も
り

6
.私
の
家
族
は
、
困
っ

た
時
に
、
よ
く
近
所
の

人
と
助
け
合
っ
て
い

た
。

1
.親
は
私
の
意
思
を
大

事
に
し
て
く
れ
た
。

2
.私
の
家
族
は
、
地
域

の
活
動
（
祭
り
、
防
災

訓
練
等
）
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
た
。

3
.親
は
私
の
こ
と
を

信
じ
て
く
れ
た
。

4
.親
に
よ
く
た
た
か
れ

た
。

5
.困
っ
た
と
き
は
，
親

が
助
け
て
く
れ
た
。

P
H
Q

ア
タ

ッ

チ
メ

ン

ト

A
S

R

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

注
意
の

問
題

1
7
.自
分
の
気
持
ち

を
親
に
話
せ
な
か
っ

た
。

7
.親
は
，
私
の
気
持

ち
を
わ
か
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
。

8
.親
に
よ
く
怒
鳴
ら
れ

た
。

9
.親
か
ら
過
剰
に
干

渉
さ
れ
て
い
た
。

1
0
.友
達
を
家
に
呼
ん

だ
り
友
達
の
家
に
遊
び

に
行
っ
た
り
し
た
。

1
1
.私
の
親
は
、
親
と

し
て
の
責
任
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
い

た
。

1
2
.親
に
よ
く
ひ
ど
い
言

葉
で
傷
つ
け
ら
れ
た
。

1
3
.親
が
近
く
に
い
る

と
緊
張
し
た
。

1
4
.私
の
家
族
は
，
他

の
人
と
の
交
流
が
少
な

か
っ
た
。

1
5
.会
話
の
多
い
家
族

だ
っ
た
。

1
6
.親
は
，
し
つ
け
の

た
め
に
私
を
た
た
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。
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資料 9.                                            

Figure 

 

 

 

Figure1 子どもを健やかに育てる家族モデル図

青年・成人期子どもの頃
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Figure2　子どもを健やかに育てる家族モデル
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